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｢PH-3000金融機関営業店システム+でのローカウンターの例

オープンプラットフォーム上で勘定系,情報系アプリケーションの融合を実現し,G〕l(Gr叩hicalUserlnterface)の駆使によって快適な操作環

境を提供する｡

金融業界は金利の自由化の進展により,量への対

応からサービスの差異化,付加価値創造による質的

改善へと人きく変化を遂げようとしている｡さらに

オープン化の進歩を踏まえた店舗戦略が求められて

いるのが現状である｡従来の銀行端末の良さは,銀

行専用Ⅰ/0(Input/Output)端末の接続や優れた操作

性であった｡一方,汎(はん)用プラットフォームの

良さは最新技術のすばやい取り込み,CSS(Client

Server System)構成による柔軟なシステム構成の

可能な点にある｡

そこで,営業店情報システムをCSS上で構築した

｢PH-3000金融機関営業店システム+を開発した｡こ

のシステムの特徴は,汎用プラットフォーム上に従

来の銀行端末機能を実現していることにある｡これ

らおのおのの良さを両立させながら,勘定系,情報

系アプリケーションの融合,GUI活用による操作性

のいっそうの向_Lを図るなど新しい良さを加えてい

る｡｢PH-3000金融機関営業店システム+は,従来の

現場第一主義に立脚した考え方にオープンという新

しい手段を加えた,まったく新しい発想の製品であ

ると考える｡

*L=1二製作所オフィスシステム事業部 **H立製作所情報システム事業部 ***口1■J二製作所情報事業本部
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□ はじめに

近年,金融業界では本格的な金利自由化に対して,サ

ービスの差異化による顧客獲得,徹底した省力化による

収益確保,付加価値創造による質的改善が大きな課題と

なっている｡これに対応して営業店の情報武装化がキー

ワードとなりつつある｡この情報武装化のためには分散

処理などの新しい情事馴ヒ技術を活用した営業店自体の変

革が必要となっている｡

ここでは,これらの状況に対応することを目的に開発

した｢PH-3000金融機関営業店システム+(以下,PH-

3000システムと略す｡)について述べる｡

月 開発の背景

銀行の常業店システムは,昭和40年代の第1次オンラ

インから始まり,現在は第3次オンラインをほぼ終え,

ポスト第3次オンラインに向けた大変革の時代を迎えて

いる｡ニーズ‾曲では,従来の量への対応,省力化,効率

向上といったものから,金利の自由化の進展に対してサ

ービスの差異化による顧客獲得,付加価値創造による質

的改善へと変化してきた｡一方シーズ面では,専用ハー

ド,ソフトによる最適なシステム提供から,オープンプ

ラットフォーム動向の収束,パソコン(パーソナルコンピ

ュータ)･ワークステーション･ネットワーク技術の急

激な進展,普及により,汎用技術所用による最適システ

ム提供へと変化してきた｡

これらの変化にJ応じて銀行の店舗戦略を考えると,勘

定系については,従来の操作性を含む基本機能を保持し

ながら新しいビジネスを創造するための情報武装化を行

う必要がある｡その実現にあたっては,次の3一たがポス

ト第3次オンラインのキーポイントとなると考える｡

(1)分散処理などの新しい情事馴ヒ技術を析什ける｡

(2)流通ソフトウェアを活用する｡

(3)オープンプラットフォームでダウンサイジング可能

なシステムを採用する｡

同 PH-3000システムの開発

3.1開発コンセプト

開発コンセプトの概念を図1に示す｡従来の鈍行端末

の良さは,通帳プリンタ,現金処理機など銀行専用Ⅰ/0端

末の接続と,常業店の専門オペレーターが満足するよう

に操作性,高速性,高信輔性,およびエルゴノミクスに

ifト〕たハードを最適化することであった｡一方汎用プラ
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従来の銀行端末機能 ＋ 汎用70ラットフォーム

新しい金融機関営業店システム

<従来端末の良さ>

●高性能･高信頼性

●操作性の追求

●ハードの最適化

●銀行専用のけ0端末の接続

●製品の安定供給

<汎用プラッけオームの良さ>

●最新技術の取り込み

●マルチメディア

●ネットワーク

●涜通ソフトの活用

●分散DBの容易な構築

●柔軟なシステム構築

PH-3000金融機関営業店システム

<新たに付加した良さ>

●勘定･情報･OAの融合
●優れた操作性
(マルチウインドウ)

注:略語説明 DB(Database)

図I PH-3000システムの開発コンセプト

従来の専用端末の良さと汎用端末の良さを両立させて,勘定系,

情報系アプリケーションの融合を図るなど新しい良さを実現して

いる｡

ソトフォームの良さは,マルチメディアやEUC(End

User Computing)などの最新技術のすばやい取り込み,

CSS構成による柔軟なシステム構成の可能な山こある｡

これらのおのおのの良さを両立させながら,勘定系,

情報系アプリケーションの融合,GUI活用による操作性の

いっそうの向上を図るなど,新しい良さをねらっている｡

3.2 システム構成および機能概要

PH-3000システムの構成を図2に,機能概要を図3に

示す｡図3にホすように,サーバ･クライアント間は

LAN(TCP/IP:TransmissionControIProtocol/Inter-

net protocol)で接続し,CSS構成を実現している｡

(1)BSS(BankingServerStation)

BSSはUNIXプラットフォームをベースに開発した装

置で,-一般に営業店サーバと呼んでいる｡機能的には従

来の勘定系ホストとの通信サーバ機能と,情報系サーバ

として融資相談業務,渉外員のための顧客情報を提供す

る情報データベース機能を持つことができる｡

一般に営業店サーバと言ってもその用途は広く,通信

サーバ単独のエントリモデルからRDB(Relational

Database)を保有できる人規模モデルまで幅広く朋志し

ている｡ミドルソフトウェアとしてW-NET2/BASEを,

アプリケーションソフトウェアとしてW-NET2/BSを

m点しており,各種ユーザーニーズに短期間に効率よく

対J心することが可能である｡

(2)BTS(BankillgTellerStation)

BTSはWindowsプラットフォームをベースに各種勘
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日TS(白ankingTellerStation)
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図2 PH-3000システムの構成

CSS構成で実現することにより,サーバの追加など柔軟性,拡張

性に富んだシステムを実現できる｡

定系業務に使朋できるように機能を付加した装置であ

り,営業店クライアントである｡ディスプレイにはカラ

ー液晶(STN:SuperTwistNematic,TFT:ThinFilm

Transistor)を採用し,小型化が図れたことによってハイ

カウンター内ヘディスプレイが収納でき,Windowsと介

わせ持ってまったく新しい感覚の端末を具現化している｡

機能的には従来の勘定系業務は当然のこととして,情

報系クライアント機能を合わせ持つことが可能となって

いる｡勘定系アプリケーションソフトウェアおよびミド

ルソフトウェアとして"HARMONY&HARI)''を用意

しており,業務の追加を効率よく行うことが叶能である｡

(3)BPS(BankingPenStation)

BPSはWindows for Penプラットフォーム(ペンコン

ピュータ)をベースに開発した装置であり,照会端末,相

談端末として使則する｡無線LANを採用することによ

り,ノ占l勺の移動ステーションとしての活用も石†能である｡

さらに,搭載するソフトウェアは,BTSのソフトウェア

をほぼそのまま使用することが可能なので,ローカウン

ターでの顧客朋,役席印端末などにも活用できる｡

3.3 システムの特徴と効果

PH-3000システムは,開発のコンセプトにも述べたよ

うに,オープンプラットフォーム上に従来の銀行業務機能

を実現したことによって種々の優れた特徴を持っている｡

(1)操作性の向上

ホスト
コン

ピュータ

勘定系サ

通信サ

運用

ーバ

ーバ

管理

情報華
サーハ

DB

UNIX事1

情報系サーバ
DE梱談ほか

ローカルサーバ

勘定系クライアント

業務処理

け0制御

運用管理

情報系

クライアント

情報･相談

Windows*2

BTS

勘定系クライアント

照会業務
情報系

クライアント

情報･相談

Windowsfor Pen

BPS

注:*1UNIXは,×/OpenCompanyJimitedがライセンスしている米国ならび

に他の国における豊吉責商標である｡

*2 Windowsは,米国MicrosoftCorp.の商標である｡

図3 PH-3000システムの機能概要

従来勘定系,情報系と2台であった端末を統合し,オールインワ

ン端末を初めて実現した｡

マルチウインドウの採用により,図4に示すように多

彩な表現が可能となっている｡これまで文字表ホであっ

た｢PX(プリンタ使用不可)+などをアイコン化すること

により,情報の認識性が向上した｡また,エルゴノミク

スに基づくデザインの採用,カラー液晶ディスプレイの

採用など,設置性,操作性の向上を図っており,平成6

年度にGマークを,取得した｡

(2)勘定系･情報系取り引きの融合

オープンプラットフォームを採用している大きな特徴

の一つに,勘定･情報取り引きの連動がある｡その一例

を図5に示す｡相談端末でスーパー定期の相談を行い

〔lHJ糾(a)〕,勘定両面に連動〔同図(b)〕させている｡従来,

2台の端末で行っていたこれらの業務を1台で,しかも

オペレーターが意識せずに行えるため,これらを勘定系･

情報系取り引きの融合と称している｡

(3)柔軟件,拡張性の拡大

このシステムは,CSS上でこれら柔軟性,拡張性の機能

を実現しているため,マルチサーバ構成も自由に構築で

きる｡また,流通ソフトウェアの活用によって拡張性に

富んだ良さが得られる｡

b 今後の展開

PH-3000システムはサーバにUNIX,クライアントに

Windowsを採用しているが,ベースとなるプラットフォー
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図4 GUlによる操作性

の向上

マルチウインドウの機能

をフルに活用した,見やす

く,操作性に優れた画面例

を(a)に示す｡システム情報

などは,アイコン化するこ

とによって認識性の向上が

図れた〔(b)参照〕｡

[垂]団⊂垂コ
くⅧ捗>

元金

柵 :訂8[三宝詔
…■8

｢柑
I摂l暮

(円)

内

†円)

●書手l■

(円I

事t】り

l粥)

柑g畑 ll,Q¶ $8.3t2 tg.81油 2.858,3ほ l.18S

柑98価 28.531 llヰ.】Ⅶ 詞,乃‡ 2.111,】30 l.1才5

l沼一--

㈹

脚

㈹

抑

珊

胤

肌

乳

価田 柑湘佃 柑争8/l汚

姻

ロス･∧●一定柄利息切

口一連拝金利息群

(a)

薪能罰

用日立 花子l∬和ぬ措書】2引わ男色ロ∫輸且Il 旧l

1 0412一定IⅧ断交l

弓CIF事号
●

●

i蓋謡芸ナ解 ス_パ_鯛
巨財亨区分 連枝

毒震㌘分 ㌫鵬
■ ‾ 2.000_.‾q町0
㌻梁金コード スーパー定期
㌻証用区分 自織元加

喜中同寺私区分 中間払利息なし
日 1994-09-05

弓期間 2年(24ヶ月〉

j 棚8 2000-89-05

!利点.蛙椚
;棚.(珊仰口座 科日

口座桝
≡ 羽撃 1.750

1

(b)

図5 勘定系･情報系取り引きの融合例

相談端末としてスーパー定期の相談を顧客と行っている画面例を(a)に示す｡その結果を勘定業務画面へ幸云送し,オペレークー負荷の低減を実

現している〔(b)参照〕｡

ムは今後も時代とともに急激な変化を遂げると予想され

る｡これらの変化は,ハードおよびOSレベルで吸収され,

アプリケーションに影響を及ばすものではない｡従来も

そうであったように,今後もシステムの成否はアプリケ

ーションにかかっており,PH-3000システムでは以下に

示すような対応を図る予定である｡

(1)アプリケーション ソフトウェア メニュー拡充

従来の勘定系のほかに,情報系の各種アプリケーショ

ンソフトウェアを製品化しメニューの充実を図る｡

(2)ワークフローなどオフィスシステムとしての発展

オープンな基盤の上には各種の装置が接続可能とな

る｡それらを有機的につなぎ,ワークフロー技術によっ

てオフィスシステムを構築していく｡

(3)マルチメディア応用技術の取り込み

高速ネットワークを利用したリモート相談など,マル
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チメディアを活用した各種システムを開発していく｡

匂 おわりに

ここでは,PH-3000システムの概要について述べた｡

まったく従来と相違し,かつユーザーにとって恩恵の大

きいものは,オープン化であると考える｡今後はこのオ

ープン化への対応を図りながら,これからの金融機関に

合致したアプリケーションソフトウェアの製品化を従来

にも増して継続し,ハード･ソフトの両面からユーザー

の立場に立った製品を開発していく考えである｡
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